
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 25回 紀州口熊野マラソン大会 

ボランティア 

R2.2.2 

鍼灸普及啓発活動 

第 1回 学術講習会  R1.10.22 

講師：関西医療大学・大学院 准教授 

戸村 多郎先生 

演題：東洋医学 Ver.10.6 ストレスワクチンとして 

東洋医学を避難所で活かす 

令和 2年度 定時会員総会 

R2.5.17 

今年度の和鍼会定時会員総会は、感染症対策と 

フィジカル・ディスタンスを確保して開催しました。 

令和元年度  第 2回 

療養費制度等適正運用指導会 

R1.10.22 

講師：濵﨑 正人保険部長 



一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 会報誌 第 28 号 

- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 日本鍼灸師会 

 

倫 理 綱 領 

 

日本鍼灸師会会員の遵守するべき倫理綱領を次のように定める 

 

一 私は生涯を人類への奉仕に捧げることを誓う 

 

二 私は常に患者の健康の回復と保持増進を第一に考える 

 

三 私は患者の信頼に応えて秘密を厳守する 

 

四 私は良心と誠意をもって治療に専念する 

 

五 私はたえず鍼灸の学と術について最高の水準を保ち疾病に関する知

識を一層深め伝統を守りその伝承に努力する 

 

六 私は鍼灸治療の有効性を高めその学術的研究の業績を重ねることに

よって他の医療分野から信頼と協調を確保し患者の治療に努力する 

 

七 私は鍼灸治療の適応を十分認識し無効な治療を行うことなく更に過誤

を犯すことのないように努める 

 

八 私は常に自己の職責に誇りと責任をもち鍼灸師としての名誉と尊厳を

もって鍼灸の発展に努力する 

 

九 私は治療に当って宗教国籍人種政党社会的地位の違いによって患者

に果すべき義務を変えることはしない 

 

十 私は流派を超えて相互に鍼灸師を尊重し鍼灸界の団結を高め鍼灸師

の資質向上のために努力する 
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新元号が「令和」と発表されて早２年目となりました。 

２０２０年と西暦で表される機会も多くなり、どんな年になるのかとお正月は楽しみ

にしていました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大が世界中に広まり、医療崩壊

が大きく報道される中、経済が厳しい状況となり、大きなダメージを受けました。我々

医療業界も同様です。新型コロナウイルスという新しい敵との闘いが始まりました。

いわゆる３密を避けましょうと。鍼灸業界では、（公社）日本鍼灸師会 危機管理委員

会より、その時々の情報と対応策やマニュアルが発出されています。和歌山県鍼灸師

会におきましても、災害発生時に避難所などへのボランティア活動が敏速に活動でき

るように、新たに感染拡大防止に必用な器具を購入し備えました。濃厚接触とならざ

るを得ない我々「はり・きゅう施術」。地域や鍼灸師の専門性によっては来院患者数が

激減。またご自宅まで伺って施術を提供する往療については、お住まいが介護施設の

場合、感染対策として鍼灸師の往療がストップされたところも多くあります。人と人

の接触を８割減らしましょうと旗があがった時に、その２割に鍼灸師が残れなかった

悔しい現実を噛みしめています。新型コロナウイルス感染症の感染対策を正しく理解

して、全てを止めるのではなく今、診療や治療が必用なタイミングである患者さんを

見逃さないように願うばかりです。 

また、令和２年７月豪雨による大規模な河川の氾濫が日本各地に発生しました。九州

地方や関東信越地方など。今まで経験したことがない自然災害。最近この言葉を良く

耳にします。 

南海トラフ大地震の備え、対策として当会の災害対策委員会が訓練や指導に奮闘し

ています。 

政界では、安部晋三首相が７年８ヵ月という歴代最長の在職期間を務められ９月に

辞職されました。重責の日々。感謝の拍手を心から送りたいと存じます。 

引き続き菅義偉首相率いる新内閣に大いに期待します。 

新型コロナウイルス感染症により、これからの時代は世界を舞台に、大きく変わって

いくでしょう。人が集まっての講習会や会議はオンラインで自宅に居ながら世界中の

開催に参加できます。身体の疲れが少なく、時間や経費が節約できます。ここで生ま

れた時間や経費を活用してあらたな活動のチャンスです。「はり・きゅう」という素晴

らしい医療を、頭を柔らかくして、今までとは違う方法を取り入れ、世界を舞台に。

また日本の医療に貢献できるように、繁栄を心より祈っています。 

巻 頭 言 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長  萩野 利赴    
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[速報] 

 〇令和２年 秋 藍綬褒章の栄誉に浴して 
 

 

この度、令和２年秋の褒章に際しまして、はからずも藍綬褒章の栄に浴しました。 

これもひとえに長年にわたり皆々様方から頂いたご指導、ご鞭撻の賜と心より感謝申し上げます。 

昭和５７年１０月に、はり師・きゅう師の免許を取得。大阪の鍼灸院で６年間 厳しい師匠に鍛えて

いただきました。その後、兵庫県姫路市の病院で３年間勤務し医局では医師にご教示頂きながら西

洋医学を肌で学びました。２７歳の若さで和歌山県田辺市に萩野鍼灸院を開業。平成２年和歌山県

鍼灸師会に入会。平成５年に理事に就任して２７年。平成１３年に会長に就任と同時に日本鍼灸師

会代議員就任となり２０年の年月が流れました。日本鍼灸師会近畿ブロック会では副会長や会長、

監事を順番に勤めさせて頂きました。近畿ブロックの各師会長の中では、年は若いけれど就任年数

だけは古株でした。 

さてこの期間に何を成し遂げたかと振り返りますと、 

鍼灸療養費取扱いについて正しく理解し、申請から振込まで一貫した指導と取組みを行いました。

鍼灸師の立場、法的な根拠などを調べて改善に尽くしました。 

社団の組織の強化、災害時の安否確認を含め会員の調査把握に努めました。 

災害対策に沿って災害時のボランティア活動に奮闘しました。 

地域医療、在宅医療、緩和医療、介護の連携から始まり、それどれ真髄を深めることに奮闘しまし

た。 

鍼灸を愛してやまない 地域医療に密着した連携の中でチーム医療の一端を担って 

末永く、鍼灸医療の発展と鍼灸師の学修により国民の健康に寄与できうるように、願いながら務め

させていただきました。 

早速に、一般社団法人 和歌山県鍼灸師会の理事の皆さんにおいて、祝う会を立ち上げていた

だきました。本来ならば発起人の皆様のお世話により、盛会に祝う会を催して頂くところですが、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、誠に残念ながら祝う会を残念させていただく

こととさせていただきました。 

公私ともに長年お世話になってまいりました皆様にご臨席賜わり、和やかな時間を共有したいところ

でしたが、叶わず申し訳ございません。 

会報誌のページをお借りしておりますことご容赦いただき、ここに皆様に深謝申しあげます。 

今後ともこの栄誉に恥じることのないよう一層精進いたす所存でございますので、相変わらぬご

指導、ご鞭撻を賜わりますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 

会  長  萩野 利赴 拝  



一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 会報誌 第 28 号 

- 5 - 

 

 

 

○オンライン療養費制度等適正運用指導会 

令和２年１１月１日（日）開催 

 

 平素は保険部の活動にご理解いただき厚く

お礼申し上げます。 

 令和２年１１月１日（日）、和鍼会初の試みと

して療養費制度等適正運用指導会をオンライ

ンで開催しました。 

 指導会の内容は、昨年の集団指導後の近畿

厚生局への質問と回答、保険者からの問い合

わせならびに質問と回答、会員からの問い合

わせと返戻の一例、受領委任払いにおける申

請書の訂正印の使い方について説明しました。 

 療養費制度等適正運用委員会は、現在「３密」に注意しながら、ABC の３班に分けて審査しており

ます。委員会からは、申請書類のまとめ方について再度確認のため説明しました。 

 今年度から療養費制度等適正運用指導会は近畿厚生局が集団指導を年１回開催することになり、

今まで年３回開催しておりました療養費制度等適正運用指導会を年２回開催に変更しました。近畿

厚生局１回、和鍼会２回の年３回開催とご理解ください。集団指導は、療養費の受領委任の取扱い

及び療養費の請求事務などに関して質的向上及び適正化を図る目的として開催されておりますの

で、近畿厚生局から集団指導の案内が届きましたら必ず出席くださいますようお願いいたします。 

 組合保険の受領委任の参加、又は償還払いに移行等は随時更新しておりますので和鍼会のホー

ムページからご確認くださいますようお願いいたします。 

 会員の皆様には療養費の適正運用にご理解くださいますようお願いいたします。 

保険部長 濵﨑 正人 

令和２年度  オンライン療養費制度等適正運用指導会 

R.2.11.1 
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○鍼灸療養費取扱い状況 

１．平成３１年（令和元年）度請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
年 月 申請者数 件  数 請求金額 療養費総額 

2019年１月 39 631 7,494,132 8,888,360 

２月 39 617 6,914,842 8,176,160 

３月 40 640 7,077,210 8,405,390 

４月 40 654 7,798,944 9,239,680 

５月 40 664 8,018,258 9,510,410 

６月 40 659 8,014,912 9,470,090 

７月 40 669 7,830,441 9,278,992 

８月 41 674 8,202,285 9,740,590 

９月 41 662 7,708,714 9,118,790 

１０月 41 668 7,853,052 9,285,080 

１１月 41 658 8,315,300 9,843,800 

１２月 41 665 8,328,401 9,853,526 

年間合計 483 7,861 93,556,491 110,810,868 

平均 40 655 7,796,374 9,234,239 
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２．平成３１年度保険者別請求件数と請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．年度別請求金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度別 請求金額 年度別 請求金額 

平成１３年度 48,719,713  平成２３年度 98,059,390  

平成１４年度 65,105,530  平成２４年度 86,587,441  

平成１５年度 87,976,501  平成２５年度 91,885,069  

平成１６年度 113,404,645  平成２６年度 93,114,602  

平成１７年度 108,810,673  平成２７年度 99,116,396  

平成１８年度 112,559,642  平成２８年度 101,168,259  

平成１９年度 110,474,582  平成２９年度 96,511,901  

平成２０年度 112,553,746  平成３０年度 98,232,716  

平成２１年度 108,357,999  平成３１年度 93,556,491  

平成２２年度 96,463,045    

 

 

保険者別 件数 請求金額 

協会けんぽ 1,497 8,650,713 

健保組合 108 465,927 

共済組合 226 1,093,876 

国保 1,736 12,759,416 

後期高齢者 4,294 70,586,559 

合計 7,861 93,556,491 

※年度別請求金額内訳は 

各年度の１月～１２月で計算 

［保険者別請求件数の割合］ 
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○学術講習会 

 
関西医療大学・大学院 准教授 
戸村 多郎先生ご講演の報告 

令和元年１０月２２日（火・祝）開催 

 

 １０月２２日、(一社)和歌山県鍼灸師会学術講習会が開

催、講師に戸村  多郎先生をお迎えして、『東洋医学

Ver.10.6 ストレスワクチンとして東洋医学を避難所で活か

す』をご講演いただきました。 

 前半は先生の研究テーマである未病診断についてお話し

いただきました。 

戸村先生は東洋医学を基にした未病診断「未病スコア®」を

世界で初めて確立させ、疾病の早期発見に役立てる先端

東洋医学未病研究を行っておられます。ここ３０年、東洋医学で博士号を取られたのは先生だけで

す。鍼灸医学書に記載されてある、西洋医学では分からない７７３症状から、さらに病症を抽出し、

１５の質問に答えるだけで五臓の傾きが分かるスコアを開発されました。iPad を使って問診から診

断までものの１分程で済みます。 

スコアに基づき、治療経絡経穴、薬膳から運動、果てはアロマまで、個別に処方箋が出るようになっ

ています。医療機関に通っていない人でも未病スコアを用いると必ず何らかの症状があり、それを

治療することで未だ病まざるを治すに繋がります。脉やお腹や舌を

診るのが苦手な方でも、診断できるし、体表観察が十分できている

方でも答え合わせとして使えます。 

iPadで購入ダウンロードできますので、是非検討してみてください。 

 後半では、この未病スコアを避難所で活用するためのご提案を

いただきました。 

大規模災害では、直接の原因でない災害関連死も深刻な問題で、災害関連死を温床するのがスト

レスです。被災直後は、(肝)気が張っているため症状が出にくいですが、避難所生活が進む中、ドン

ドン心身が蝕まれていきます。これに早い段階から気づくことができれば災害関連死を防げるので

はないか？未病スコアを用いれば小さなサインを見落とさずにすむのではないか？スコアに基づき、

誰でも同じ水準で標準的な鍼灸治療や、運動法、ツボ押しができれば心身を癒すことができれば、

正に演題の通り、“東洋医学はストレスワクチン”になります。 

 現在、和歌山県鍼灸師会は県との防災協定の締結に向けて動いていますが、災害対策委員長を

務める身として本当に素晴らしいお話を聴かせていただき、ありがとうございました。 

今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 

副会長・学術部長 中野 正得 
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〇第２５回 紀州口熊野マラソン大会 
鍼灸ボランティア参加報告 

 

 

 令和２年２月１～２日にかけて総勢４２９０名のランナー

が上富田町を駆け抜けました。 

当師会では２日（日）に開催されたハーフ・フルマラソンの

ボランティアに参加しました。本年も昨年同様に地元の熊

野高校看護学生の尾﨑さん姉妹、宮本さんに受付を手伝

ってもらいながら、１１名の先生方と力を合わせて１８２名

のランナーへの施術を行いました。 

 今年は天候に恵まれ、気温１２度、湿度４６％と大変走りやすい気候で、脱水症状等も今年は少

なかったようです。 

 今年から初参加の会員も多くのランナーを施術し、普段みない疾患（ランナー膝、反復性肩脱臼、

筋挫傷など）への施術ができ、新しい臨床経験を積むこ

とでスポーツ選手への施術に自信が持てたようです。

「習うより慣れる。」鍼灸師としての貴重な経験をこのボ

ランティアで経験できました。 

 スポーツ疾患に対する鍼灸施術の期待が高まってきて

おり、自信を持ってボランティア活動望めそうです。 

施術を受けたランナーの方からも、「無事完走できた。」

「鍼灸を始めて受けたが思った程、鍼は痛くなかった。」

「鍼灸でここまで痛みがなくなるとは思わなかった。」「施術を受けた後、足が軽くなった。」などの感

想をいただけ、鍼灸の普及に貢献できた１日でした。その反面、ボランティア参加者が少なくなり女

性のランナーから女性の施術を望む方も多いため、そのあたりは今後の課題でもあります。 

 

 

青年部 今後のご案内 

 

〇第２６回 紀州口熊野マラソン大会ボランティア  令和３年２月７日（日） 

  今年度は新型コロナウイルスの影響により延期となりました。 

   

〇近畿ブロック青年委員会一泊研修会 in大阪 令和３年３月１３日（土）・１４日（日） 

   

青年部長 西馬 武彦 

参加会員と記念撮影 
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〇(一社)和歌山県鍼灸師会 

危機管理への取り組み 

 

 新型コロナウイルス感染症や療養費の改定など日本鍼灸師会や厚生労働省などから、沢山の最

新情報が和歌山県鍼灸師会に届けられています。また地震、台風、洪水など災害時の安否確認や

情報提供などにも活用します。これらの情報を迅速に先生方のお手元に届けるため、従来の連絡

手段として使用しているメールに加え、今年度から新たに LINEを連絡手段に加えました。LINEの利

点は繋がっている先生方と情報を共有でき、素早く情報を得ることができます。 

 

〇オンライン災害対策研修会 

令和２年５月１０日（日）開催 

 

 和歌山県鍼灸師会初めての試みとして、オンラ

インによる災害対策研修会を開催しました。 

 中野 正得学術部長・災害対策委員長からは、

経営対策としての感染防止ガイドラインについてパワーポイントを使用してイラストや写真を取り入

れて、患者さんに安心して施術所に通院いただくために、①鍼灸施術所は「社会生活を維持するう

えで必要な施設」である。②鍼灸施術は免疫を高める。③感染防止対策を徹底している。この３点

を伝える重要性をご教示いただきました。 

 萩野会長からは、在宅と施設における往療での感染防止対策について、記録表作成の必要性、

患者さんとその家族さんや介護関連施設などの職員さんとのコミュニケーションの重要性について

ご教示いただきました。 

 濵﨑保険部長からは新型コロナウイルスにおける同意書の措置など療養費関連の行政通達や療

養費制度等適正運用委員会の現状について、石田総務部長からは各種社会保障について、前嶋

広報部長からは、新設された和鍼会危機管理 HPについて

説明いただきました。 

 今後ますますオンラインでの講習会が必要になってくる場

面が出てまいります。今回の経験を次回の講習会に役立て

るよう進めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

副会長・総務部長 石田 国豊 
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〇（一社）和歌山県鍼灸師会 
危機管理 HPのご案内 

 

 

（一社）和歌山県鍼灸師会は公式 HP と Facebook

に加え、新たに危機管理 HPを開設しました。 

今年、猛威を振るった新型コロナウイルス感染症、

今後起こるかもしれない南海トラフ巨大地震や特別

警報発令レベルの台風などの災害対策に関わる情

報、(公社)日本鍼灸師会や日鍼会関連団体の危機管

理に関わる情報をリアルタイムで掲載しております。 

一般の方々に向けては、和鍼会ならびに鍼灸業界

の危機管理に対する取り組みを伝えております。 

これからも国民の皆様と会員の皆様のお役に立てて行けるよう充実してまいりますので、よろしく

お願い申し上げます。 

 

 

〇（公社）日本鍼灸師会 HP リニューアルのお知らせ 
 

 今年度、(公社)日本鍼灸師会 HP がリニューアルしま

した。 

 リニューアルされた HP は、国民の皆様と日鍼会への

入会を検討されている鍼灸師の皆様に分かりやすく情

報を伝えられるよう工夫されております。国民の皆様に

は鍼灸のかかり方や新型コロナウイルス関連情報など

健康予防に役立つ知識の案内、鍼灸師の皆様には日

鍼会の取り組み・入会案内、会員の皆様には各委員会

からの案内、例えば危機管理委員会からは感染防止

対策を徹底している施術機関への新型コロナウイルス

感染防止対策実施施術機関 安心安全ポスター発行

のお知らせ、日鍼会関連の事業開催のお知らせなど

の情報を伝えております。 

  

広報部長 前嶋 拓也 
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＜令和２年度 一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 定時会員総会 概略＞ 
 

令和２年５月１７日（日） 和歌山県立情報交流センターBig・U 練習室２に於いて、 

感染症対策を万全に整えたうえで、十分なフィジカル・ディスタンスを確保して開催された。 

 

第１～５号議案  

・令和元年度（平成３１年度）事業報告 

・令和元年度（平成３１年度）収支決算報告 

・令和元年度（平成３１年度）監査報告 

・令和２年度事業計画（案） 

・令和２年度収支予算（案） 

は会場より意義無く、原案通り賛成挙手多数で承認可決された。 

 

第６号議案  

・その他 

 

  その他報告事項 

・はりきゅう講演会について 

中野 正得学術部長より、今年度のはり・きゅう講演会は中止とする報告があった。 

・災害対策委員会活動について 

萩野 利赴会長より、説明があった。 

・療養費制度等適正運用指導会について 

濵﨑 正人保険部長より、説明があった。 

・知事感謝状受賞（上西 規雄会員） 

石田 国豊総務部長より、報告があった。 

・新会員紹介（令和元年度定時会員総会以降入会者） 

石田 国豊総務部長より、桝谷 心咲会員が入会との報告があった。 

 

 

令和２年度  一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 定時会員総会 
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令和元年度（平成３１年度） 事業報告 

 
一般社団法人 和歌山県鍼灸師会   

会  長  萩野 利赴 
 

１．会員状況 

 

平成31年４月１日 増 加 減 少 令和２年３月31日 

６２名 

 

桝谷 心咲 

（１名） 

向井山 雅子 

小阪 修巳 

林 晃司 

（３名） 

６０名 

 

 

２．令和元年度（平成 31 年度） 事業報告 

（１）一般社団法人 和歌山県鍼灸師会関係 

和鍼会監査 ４月 21日 和鍼会事務所 

定時会員総会 ５月 26日 御坊市民文化会館 練習室 2 

会員懇親会 ５月 26 日 居酒屋 山葵 

和鍼会中間監査 １月 19日 和鍼会事務所 

 

理事会 （第１回）平成31年４月21日 

（第２回）令和元年５月26日 

（第３回）令和元年10月22日 

（第４回）令和２年３月22日 

和鍼会事務所 

御坊市民文化会館 練習室2 

和歌山ビッグ愛 1201号室 

オンライン理事会 

 

ＦＡＸ理事会 （第１回）令和元年５月20日 

（第２回）令和元年７月27日 

（第３回）令和元年８月７日 

（第４回）令和元年12月10日 

（第５回）令和元年12月25日 

 

 

１．（一社）和歌山県鍼灸師会関係 

総務部 

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

理事会準備（総務部） 

その他 各部に属さない業務 

厚生労働大臣免許保有証申請作業（２名） 

令和２年春の褒章申請作業 （該当者なし） 

知事感謝状推薦申請作業（上西規雄氏） 

知事表彰推薦申請作業 （中 美博氏） 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

７月～８月 

７月１日 

８月21日 

12月14日 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

 
医務課 

医務課 

医務課 
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令和２年秋の褒章申請作業 （萩野利赴氏） 

会員名簿・会員台帳更新 

 
財務部 

和鍼会会計監査 

毎月銀行振込、各部会収入・出管理 

会計資料作成 

公認会計士との折衝 

平成 29 年度分確定申告 

県民税確定申告及び納付 

事務員労災保険料申告及び納付 

免許保有証発行作業 

 

和鍼会中間会計監査 

 

保険部 

療養費制度等適正運用委員会 

和鍼会HP 保険部便り更新 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

保険者挨拶廻り 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

第３回療養費制度等適正運用指導会 

 

学術部 

第15回はり・きゅう講演会（県民公開講座） 

「東洋医学は健康長寿のミカタ」 

第１回学術講習会 

第２回学術講習会 

 

広報部 

催事の広報活動 

ホームページ更新 

講習会・研修会データ保存及び公開 

「きしゅう君の家」ステッカー送付 

「きしゅう君の家」登録会員報告 

鍼灸師養成校への入会案内発送 

会報誌発行 

 

 

１月６日 

随  時 

 

 

４月21日 

随  時 

随  時 

随  時 

５月31日 

５月31日 

７月12日 

７月1日～ 

８月31日 

１月19日 

 

 

毎月６日 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

５月26日 

10月22日 

３月22日 

 

 

９月16日 

 

10月22日 

３月22日 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

４月21日 

５月６日 

11月６日 

11月６日 

 

 

医務課 

 

 

 

和鍼会事務所 

和鍼会事務所 

会計事務所 

会計事務所 

湯浅税務署 

紀北県税事務所 

和歌山労働基準監督署 

和鍼会事務所 

 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

 

県後期高齢者医療広域連合他 

 

和鍼会事務所 

広域連合・協会けんぽ・国保連他 

御坊市民文化会館 練習室２ 

和歌山ビッグ愛 12階 1201号室 

中止 

 

 

紀南文化会館 小ホール 

 

和歌山ビッグ愛 12階 1201号室 

中止 

 

 

 

 

 

 

和歌山県警察本部 生活安全企画課 

 

500部印刷 
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青年部 

災害対策研修会 

第24回紀州口熊野マラソン大会ボランティア

災害対策研修会 

 

２．近畿ブロック関係 

近畿ブロック 会議 

近畿ブロック青年委員会一泊研修会in京都 

近畿ブロック青年部長会議 

 

３．（公社）日本鍼灸師会関係 

日本鍼灸師会 通常代議員総会 

JIMTEF 災害医療研修 ベーシックコース 

JIMTEF 災害医療研修 アドバンスコース 

第15回（公社）日鍼会 全国大会IN静岡 

日鍼会 全国師会長会議 

 

４．その他 

地域包括ケアシステム 

第68回（公社）全日本鍼灸学会 

学術大会 愛知大会 

仲野彌和前会長 旭日小綬章受章祝賀会 

（公社）全日本鍼灸学会 近畿支部 

指定研修B講座 

近畿厚生局・和歌山県 集団指導 

 

知事感謝状贈呈式   上西規雄氏 

 

10月22日 

２月２日 

３月22日 

 

 

９月28～29日 

３月14～15日 

３月18日 

 

 

６月９日 

６月15～16日 

10月５～６日 

11月23～24日 

12月１日 

 

 

随  時 

５月10～12日 

 

10月６日 

10月20日 

 

12月19日 

12月20日 

１月30日 

 

 

和歌山ビッグ愛 12階 1201号室 

上富田文化会館 

中止 

 

 

ホテルニューオウミ 

中止 

LINE会議 

 

 

ＴＫＰガーデンシティ渋谷 

兵庫県柔道整復師会館（兵庫県） 

ＪＩＣＡ関西（兵庫県） 

ホテルコンコルド浜松 

東京医療専門学校 代々木校舎401号 

 

 

各市町村 

名古屋国際会議場 

 

都ホテル四日市 

和歌山県JAビル 

 

和歌山市民会館 小ホール 

情報交流センターBIG・U 研修室１ 

ホテルアバローム紀の国 

 

 

※令和２年５月１７日に開催された（一社）和歌山県鍼灸師会 定時会員総会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 美博監事による監査報告 前年度事業・決算報告、今年度事業・予算案の説明 



一般社団法人 和歌山県鍼灸師会 会報誌 第 28 号 

- 16 - 

 

令和２年度 事業計画 

 

一般社団法人 和歌山県鍼灸師会  

会  長  萩野 利赴     

 

和鍼会監査 ４月19日 和鍼会事務所 

定時会員総会 ５月17日 和歌山県立情報交流センターBIG・U 研修室2 

理事会  年３回以上～議題により随時開催予定（ＦＡＸ理事会含む） 

療養費委員会 毎月１回 ６日 又は前後１日 

 

１．一般社団法人和歌山県鍼灸師会関係 

会 長 

県庁関係 挨拶廻り 

新年名刺交換会 

 

総務部 

各事業援助 

新入会員手続き、名簿作成 

理事会準備（総務部） 

その他 各部に属さない業務 

厚生労働大臣免許保有証申請作業 

会員名簿・会員台帳更新 

 

財務部 

和鍼会会計監査 

令和元年度確定申告 

毎月銀行振込、各部会収入・支出管理 

会計資料作成 

公認会計士との折衝 

厚生労働大臣免許保有証発行作業 

中間監査 

次年度予算案作成 

 

保険部 

療養費制度等適正運用委員会 

制度改革における各種折衝 

療養費支給申請書類等の用紙印刷 

療養費取扱い新人研修 

保険者挨拶廻り 

第１回療養費制度等適正運用指導会 

第２回療養費制度等適正運用指導会 

 

学術部 

第 17回はり・きゅう講演会（県民公開講座） 

 

 

１月上旬 

１月上旬 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

７月～８月 

随  時 

 

 

４月 19 日 

５月下旬 

随  時 

随  時 

随  時 

7月～8月 

１月中旬 

３月頃 

 

 

毎月６日 

随  時 

随  時 

随  時 

随  時 

５月 17 日 

３月 21 日 

 

 

11月 22日 

 

 

和歌山県庁 

和歌山県庁 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

和鍼会事務所 

 

 

 

 

和鍼会事務所 

湯浅税務署 

和鍼会事務所 

会計事務所 

和鍼会事務所 

 

 

 

 

 

和鍼会事務所 

県後期高齢者医療広域連合他 

 

和鍼会事務所 

広域連合・協会けんぽ・国保連他 

延期（11月 1日オンライン講習会） 

未定 

 

 

中止 
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第１回学術講習会 

第２回学術講習会 

 

広報部 

催事の広報活動 

ホームページ更新 

講習会・研修会データ保存及び公開 

「きしゅう君の家」ステッカー送付 

「きしゅう君の家」登録会員報告 

会報誌発行 

鍼灸師養成校への入会案内発送 

 

青年部 

災害対策研修会 

第 26 回紀州口熊野マラソン大会ボランティア 

 

２．近畿ブロック関係 

近畿ブロック会議 

近畿ブロック保険部長会議 

近畿ブロック青年部長会議 

近畿ブロック青年委員会一泊研修会 

 

３．（公社）日本鍼灸師会関係 

日本鍼灸師会 通常代議員総会 

全国師会長会議 

第 16回（公社）日鍼会全国大会 IN東京 

（公社）日本鍼灸師会 

創立 70周年記念式典 

JIMTEF 災害医療研修ベーシックコース 

JIMTEF 災害医療研修アドバンスコース 

 

４．その他 

第 69回（公社）全日本鍼灸学会学術大会 京都大会 

近畿厚生局・和歌山県 集団指導 

医療推進協議会 役員会 

 

５月 17 日 

３月 21 日 

 

 

随  時 

随  時 

随  時 

４月 19 日 

５月６日 

11月上旬 

10月上旬 

 

 

５月 10 日 

２月７日 

 

 

９月 26～27日 

未定 

３月 13 日 

３月 13～14日 

 

 

６月９日 

11月 29日 

12月５～６日 

12月５日 

 

未  定 

未  定 

 

 

９月 11～13日 

 

 

中止 

未定 

 

 

 

 

 

 

教育委員会及び和歌山県警 

 

 

 

 

オンライン講習会 

上富田文化会館（延期） 

 

 

来年に延期 

大阪府鍼灸師会館 

大阪府（予定） 

大阪府（予定） 

 

 

TKP 会議室（東京都） 

東京医療専門学校 代々木校舎 

帝京平成大学 沖永記念ホール（延期） 

ホテルメトロポリタン池袋（延期） 

 

 

 

 

 

国立京都国際会館(現地開催中止) 
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平成３１年（令和元年）･令和２年度 役員紹介 
 

【代表理事】 １名 

萩野 利赴 

 

【業務執行理事】 ６名 

石田 国豊 中野 正得 濵﨑 正人 前嶋 拓也 大久保 明信 西馬 武彦 

 

【会    長】 萩野 利赴 

【副 会 長】 石田 国豊  中野 正得 

【監    事】 中  美博  小田 郁代 

 

【総務部長】 石田 国豊 【副部長】 前嶋 拓也 初山 領 

【財務部長】 大久保明信 【副部長】 中田 浩  薮中 浩之 

【保険部長】 濵﨑 正人 【副部長】 中野 正得 出﨑 哲也 

【学術部長】 中野 正得 【副部長】 弓場 穣  土井 隆弘 

【広報部長】 前嶋 拓也 【副部長】 寺本 享央 打田 耕三 

【青年部長】 西馬 武彦 【副部長】 石田 国豊 大久保明信 

 

   ＩＴ委員長 石田 国豊 副委員長 前嶋 拓也 

 

   裁定審議委員長 中 美博 副委員長 小田 郁代 

 

 

療養費制度等適正運用委員会（１６名） 
 

療養費制度等適正運用委員長 薮中 浩之 

副委員長 出﨑 哲也 

 

療養費制度等適正運用委員 

（常勤）萩野 利赴  石田 国豊  中野 正得  濵﨑 正人 

前嶋 拓也  大久保明信  西馬 武彦 

（A班）薮中 浩之  寺本 享央  澤越 巧治 

（B班）出﨑 哲也  森中 幸雄  土井 隆弘 

（C班）中田 浩    尾谷 正剛  打田 耕三 

 

 

災害対策委員会 
 

災害対策委員長 中野 正得 

副委員長 大久保明信  濵﨑 正人  前嶋 拓也  西馬 武彦 
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＊＊＊編集後記＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

今年は新型コロナウイルス（COVID-19）が全世界で流行、国内では緊急事態宣言が発令

されました。それにより、新たな生活様式を再考する機会となりました。 

予防として、手洗い・うがいなど衛生管理の意識が大きく高まった一方で、緊急事態宣言

の発令やマスク常用の影響で、運動不足や熱中症など体調を崩される方も少なからず出ま

した。 

我々鍼灸師ができることは、鍼灸施術で免疫力アップ向上のお手伝い、鍼灸のノウハウを

生かしたセルフケアのアドバイスであります。 

 

今後とも（一社）和歌山県鍼灸師会をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

広報部長  前嶋 拓也 
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